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福寿園納涼大会

8月 4日、福寿園納涼大会が盛大に開催されました。数年ぶりの

屋外での開催に、戸惑いながらも期待は大きく、地域より来賓の皆

様、また入所者のご家族様にも多数ご参加いただき、会場は多くの

人々で賑わいました。会場にはやぐらが組まれ、地元の太鼓クラブ

の方々の演奏に合わせ盆踊りを楽しみました。周囲には食品バザー

が並び来園者には無料で提供され、その他ゲームコーナーや外れな

しのお楽しみクジなど様々な趣向が凝らされました。特に今年の目玉は家族会共催によるクラウ

ンサーカスをお迎えしたことで、お年寄りから子供まで会場は皆さんのたくさんの笑顔と笑いで

包まれました。

さらに今年は東日本大震災を受け、その復興を心から祈念する

意味で、サブタイトルに「つながれ未来！～心ひとつに輪になっ

て～」を掲げ、想いを込めて「マルマルモリモリ」の総踊りを行

いました。可愛らしい歌の中には、「♪たとえ遠くにいても、心は

一つだよ～」「♪みなさんしっかりまた明日、もっと素敵な日になる～」など、応援フレーズが

たくさん含まれています。これを被災された東北の方々への私たち福寿園からの激励だと思って

下さい、などと軽々しいことはとても申し上げられませんが、日本中の一人ひとりが、少しでも

他者を想い気遣う心を持つことが大切なのだと実感させていただいた素敵な夏の一夜となりま

した。



福寿園の道程（9）

今年も、8月4日に納涼大会が開催されました。

開設の翌 56年の夏には盆踊りを開催したと思います。今でも記憶に残っていますが、入所者の皆

さんと踊りの練習をする中で、身振り手振りで手を取り、何度も何度も練習しました。ある時、「さあ、

鳥のように手を広げて動かしましょう。」と言った私に、一人の入所者の方が、「私は生まれつき目が

見えんで、鳥を見た事がないのでわからん。」と・・・。私は言葉を失いました。7ヶ月の間、身を粉

にして奮闘しながら、少しでも入所者の皆さんの為にと、散歩に出れば草花に触れてもらい、香りを

嗅いでもらうなどしていたのに、まだまだ自分の未熟さに情けなくて、ただただ申し訳なく、今は亡

き山田名誉理事長に事の成り行きを話したことを鮮明に覚えています。自分では理解しているつもり

でも、日々多くの事を教えられ、頷くことがあります。日々、やがては行く道、と己に言い聞かせな

がら、穏やかな毎日が送れるようサポートしています。

今年も賑やかに練習の成果を発揮し、盛大な納涼大会となりました。

施設長 齊藤久代

東日本大震災を受けて

未曾有の大震災から早５カ月が過ぎようとしております。被災地では仮設住宅の建設が急ピッチで進められ住宅

の確保には一定の進展があったようですが、仕事に就けない方はまだまだ沢山おられ、安心して生活できる生活基

盤の再建にはまだ程遠いのが現状のようです。

3か月前のことですが、宮城県の仙台市にある同じ盲老人ホームの加盟施設から救援物資の御礼の手紙が届けられ

ました。宮城県内でも多数の犠牲者を出した仙台市若宮地区に建てられた特養施設で、震災当日 3 メートルの津

波が襲い一時ライフラインが寸断され、連絡が全くつかない状態が続きました。幸いにも津波が施設に到達する前

に１階のご利用者を職員総出で上の階に避難させ、昼夜を問わない職員の献身的な介護と周囲のあたたかい支援に

支えられ一人の犠牲者を出さずに現在に至っているそうです。ただ被災の爪跡は未だ深く残っており、震災により

汚泥にまみれた一階部分は現在も使用することはできない状況です。その施設は平成11年に開設されたまだまだ

真新しい建物なのですが、残念ながら建て替えざるを得ないそうです。

現在法人内でも今回の大震災を受けて緊急対策を検討しております。南海沖地震、東南海沖地震、東海沖地震そ

れらが今回のように同時に起こった場合の被害は想像を絶するものと思われます。まずは備蓄品、情報収集手段、

職員の確保等の対策を緊急的に整える必要があるでしょう。加えて当施設のような視覚障害者への震災対策につい

ては施設独自で検証するする必要も生じてきます。施設として具体的にどんな取り組みができるのか、今後皆様に

お伝えしていきたいと思います。 生活相談員より

ショートステイの受け入れも随時行っております。

現在 1 名欠員がございます。入所相談等ありましたら、

ぜひご連絡下さい。よろしくお願いします。

平成２３年８月９日（火）現在

定員 ８０名 現在入所者 ７９名

ショートステイ：定員４名 現在入所 0 名

担当者/主任生活相談員：山森達也 主任支援員；林美恵子
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